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胎盤繊毛組織の主たる機能細胞と考えられる syncytiotrophoblast (以下ST) の増殖に関しては従
来定見なく、 cytotrophoblast (以下CT) には有糸核分裂像を認めるがSTには認められないという光
顕的所見にもとづいて STは無糸分裂によって増殖をはかるとの仮説が有力であった。本研究はaut­





状奇胎を実験材料に用い、材料採取直後細切した組織片を Hanks液中にて 4 0C 、 1 時間浸漬し、古量
仔牛血清、 3H-Thymidine (以下3H-TdR) 10μc/meを含むEagle培養液中で、370C 、 1 時間培養した。
ついで"Bouin固定、パラフイン包埋を行なった材料より厚さ 3μ の連続切片を作成し、脱パラフイン、
P. C. A. 処理を施した後dipping method によって Kodak NTB-2 乳剤膜を塗布し、 4 0C 、 2 週間露
出の上現像、定着を行ない、 Hematoxylin Eosin染色を施したものを検鏡観察した D
B) 電顕的実験方法:人工妊娠中絶術および、正常分娩により得られた正常妊娠初期繊毛、末期胎盤、
胞状奇胎繊毛部分ならびに開腹子宮別出時に得られた破奇繊毛部分を材料に用いた。採取した材料は
0.2M phosphate bufferでpH7.4に調整した 1 %OsO 4 で、約 1 時間固定し、上昇エタノール系列で脱






A) ARG実験成績: (1) いずれの繊毛組織においても 3H-TdR摂取はCT細胞核、間質系細胞核に
は認めるがST細胞核には認められない。 (2) CT細胞核への 3H-TdR摂取率は妊娠初期41. 2%、妊
娠中期14.4%、妊娠末期9.0% を示し、末期胎盤繊毛に比べ初期紋毛で、はCT細胞数が多い事実と併せ
て初期繊毛の阻盛な発育、増殖を裏付けている。
B) 電顕的実験成績:電顕的観察によれば典型的な CT は周囲の細胞境界が明瞭な単核細胞でその細
胞質は ST 細胞質に比較して明るい。この相違は主として両細胞の細胞質内における小胞体の形態な
らびにその分布状態の差によるもので、小胞体は乏しく tubular な形状をとるものが多く殆んどが組面
型を示し、豊富な遊離型ribosomeが CT 細胞質全域に認められる。 Golgi complex はしばしばみられ
るが分泌頼粒状物質を包含する像はみられない。このように CT 細胞質は一般に自己蛋白の合成に好
都合といわれる微細構造を呈している。一方 ST は多核細胞形態をとり、繊毛間腔に面した細胞表面









と、まず CT 細胞内に一般に分化と称せられる構造変化がおこり ST 細胞質に類似した形態を呈する
ようになる。最も特徴的な事は膜系の変化で典型的な CT に比べて明らかに豊富な粗面小胞体がみら





できがたくなり、ここにおいて CT から ST への移行が完了するものと考えられる。
〔総括〕
1. ヒト胎盤繊毛組織について ST 形成機序を解明する目的で 3H-TdRを用いたARG 、ならびに
電子顕微鏡的観察を行なった。
2. 光顕および電顕的観察で CT 核には核分裂像を認めるが、 ST には核分裂像は認められず、ま






3. 電顕的に CT 細胞質の構造変化に基づいて生じたと思われる CT と ST の中間の微細構造を示






核内取り込み状況を Autoradiographyで、検索し、 Syncytiotrophoblast核に 3H-Thymidine取り込み像
の認められないことから Syncytiotrophoblas tが核分裂に基づいて増殖する可能性に乏しいこと、な
らびに電子顕微鏡的観察により Cytotrophoblas tから Syncytiotrophoblas t ヘ移行する過程を示すと
見なされる各種段階の中間型細胞の存在と、その微細構造について検討し、いわゆる分化と称せられ
る細胞質構造変化に基づいて Cytotrophoblastから Syncytiotrophoblastが形成されることを明らかに
したものである。
したがって上記の結果はこれまで論議されて来た trophoblastの性格殊に Syncytiumの形成機序とい
う問題を各方面から実験的に解明しており、そこに本研究の学位論文としての独創性と価値が認めら
れる。
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